人 気 の 四 国 観光 列車 を 乗り 継ぐ 特別 ツア ー 
グル メ な 観光 列車 や ロ ー カ ル 線 を 走る 列車 旅 を 満 舌 し ます 


人 気 の 観 光 列車 て 周遊 


四万十 川 衝 覧 


ロイ ヤル ホテ ル 土 佐 外観 ロイ ヤル ホテ ル 土 佐 温泉 露天 風呂 


出発 日 限定 の 人 気 の 観光 列車 を 乗り 継ぐ 特別 ツテ ー。 伊予 灘 
も $ の が た り 」・「 志 国土 佐 時 代 の 夜明け の も の が た り 」・「 四 国 
まん な か 千年 も の が た り 」 ヒ 3 つの も の が た り 列 車 に 乗車 し ま 
す 。 各 列車 な ら で は の お も て な し や 食事 な ども 楽し みな が ら ロ 
ー カ ル 線 満 舌 旅 へ ご 案内 致し ます 。 


※ 添 生 綱 は 初日 松 山 空海 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 宇和 島 自 動 
車 ま た は と さ で ん 交通 ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P59 を ご 参照 下さ 
い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 


7 月 22 晶 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 株 ) 
1 人 ] 室 


225,000 円 


3 人 1 室 


215,000 円 


ー バ ス 当 航 空 機 ] 車 船 その 他 


苫 (重要 文化 財 ) 松山 伊予 河 も る の が た 編 ( 美 
し い 伊予 漏 沿い を 走る レト ロモ ダン な 列車 、 沿 線 の お も る て な し て 食 
事 を 楽し み ま す ) = 八幡 浜 っ 夕刻 : 」R ホ テル クレ メン ト 宇 和 島 泊 
(和食 会 席 タ 食 ) 
午前 : 宿 一 宇和 島 城 (日 本 100 名 
時 の まま 現存 する 12 天 守 の 一 つ ) 
四万十 産 う な 重 昼食 ) 


鍋島 城 と 呼ば れる 秀 朋 な 天守 は 、 当 

十川 (清流 四万十 川 を 遊覧 、 特 製 
川 = 麗 土佐 時 代 の 夜明け の も る の が た り 
「 開 花 の 抄 」 (土佐 流 の お も て な し て 楽し む 観 光 列 車 旅 、 高知 県 満 和 


* 填 佐 流 の お も て な し " コース) 一 高知 ユタ 刻 : よ さこ い 温 

ヤル ホテ ル 土 佐 泊 (温泉 と 海洋 深 慎 水 の 直 天風 呂 、 和 食 劉 ) 

午前 : 宿 北川 村 「 モ ネ の 庭 」 マ ル モ ッ タン (モネ が 描い た 可 悩 な 夫 

下 傍 が 咲く 庭 な ど 絵 に な る 花 の 世界 を お 楽し み 下さ 

国 ま ん な か 千年 る の が た り ・ し あわ せ の 卿 紀行 

([ 歴 史 に 思い を 馳せ て 、 野 や 山 に 遊び に 出かけ る 大 人 の 洒落 た 小 旅 

行 を 気軽 に 楽し め る 本 格 的 な 観光 列車 に 乗車 、 地 元 食材 に こだわ っ 
た お 料理 や 地域 の お も る て な し の サー ビス ]) = 多 度 


温泉 ・ ロ イ 


3 つの 
「 る の が た り 列 車 」 で めぐ る 3 日 間 


東京 発 


大 阪 発 


最少 催行 人 員 : 11 名 


伊予 港 ものがたり 下 工 駅 伊予 洪 も の が た り 車内 一 例 


伊予 灘 る の が た り 

「 大 切な 人 と 過ごす 時 間 と 空間 」 と いう コン セプト の も と 2022 年 4 月 に 車両 
を 全面 リニュ ー ア ル し た 観光 列車 「 伊 巴 洪 も の が た り 」 は 、 四 国 愛媛 の 半 
し い 海 沿い を 走る な か な か 切符 が 取れ な い 人 気 の 列車 。 レ トロ モダ ン な 是 
内 で いた だ く 美味し い お 食 事 と 美しい 車 容 風 景 、 地 元 の 方 か ら の 歓迎 の お 
も て な し な ど 心 温まる 列車 の 旅 を お 楽し み 下さ い 。 


志 国 土佐 時 代 の 夜明け の 
も の が た り 車内 一 例 


忘 国土 佐 時 代 の 夜明け の 
も の が た リ (開花 の 抄 ) 食事 


志 国 土佐 時 代 の 夜明け の る の が た り 


2020 年 7 月 か ら 運 行 の 窟 光 列車 。 車窓 の 映る 秦 大 な 自然 と 土佐 流 の お も て 
な し を 満 曜 する 費 沢 な ひと と き 。 日 本 の 訂 け る 未来 を 思い 反 い た 土佐 の 偉 
人 た ちの も の が た り に 思い を 馳せ 、 走 り 抜け る 列車 旅 。 


四国 まん な か 千年 も の が た り 四国 まん な か 千年 も の が た り 
お 食事 車内 (し あわ せ の 卿 紀行 ) 食事 
四国 まん な か 千年 る の が た り 


2017 年 の 春 に デビ ュー した 観光 列車 「 四 国 まん な か 千年 も の が た り 」 は 、 歴 
史 に 思い を 務 せ て 、 野 や 山 に 遊び に 出かけ る 大 人 の 洒落 た 小 旅行 を 気軽 に 
楽し め る 本 格 的 な 観光 列車 。 圭 讃 線 より 絶景 の 渓谷 美 、 こ だ わり 食材 の 和 
食 を 楽し み ま す 。 
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